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■活動10周年を迎えたフラワーバレンタイン
早いもので10周年を迎えた2020年のフラワーバレンタイン
活動（以下FV）。メインビジュアルは2019年に刷新した
デザインを踏襲し、引き続き「世界でいちばん花を贈る⽇」
というキャッチフレーズを軸にプロモーションを⾏いました。
節⽬の年として何かメディアにも⼤きく取り上げていただけ
るような、かつ、お客様や全国の花店の皆様も巻き込んだ形
での展開ができないものかと考え、例年の初動より早い10⽉
後半より、お客様が選ぶ “花贈りがいちばん似合う男性＝
「ベストフラワリスト」“を選出するためのアンケートを実
施、最も多く票を集めた著名⼈をお招きし、マスコミを誘致
する「アワードイベント」を開催することを計画しました。
FV2019の事後の消費者調査より、全国的に男性のFV認知率
は年々上昇している⼀⽅で、⼥性の認知率は依然低迷してい
ることが判明。⼥性から「私も花が欲しい︕」と⾔ってもら
いFVの話題性を喚起するためには、⼥性の情報拡散パワーを
コミュニケーション戦略の1つの柱にする必要がありました。
本アンケート投票が、SNS上で多くの⼥性たちによって盛り
上がることを想定。実際、圧倒的な投票数で1位2位を争った
元SMAP稲垣吾郎さん、ジャニーズタレント中島健⼈さん
（SexyZone）のファン層を中⼼に、Twitter上で幅広い年代
の⼥性たちの関⼼を集めました。
諸事情が重なり、残念ながらテレビ露出を狙った「アワード
イベント」を開催することはできず、投票結果はニュースリ
リースで発表するに留まりましたが、SNS上で想定以上に
バズり、結果的に本リリース配信で40万⼈以上の⽅に「FV」
がリーチ、FV直前に「花贈り」の話題を喚起する拡散効果は
絶⼤でした。

■SNSの影響⼤、今年のFV動向
全国プレゼントキャンペーンとしては、FVアンバサダー・
⼲場義雅さんのご提案で、SNS投稿キャンペーン企画
「花贈りがいちばん似合うハナオとハナコを探せ︕」を展開、
指定ハッシュタグ「#myフラワーバレンタイン」のついた
投稿は、インスタグラム・Twitterで約500件集まりました。
（※投稿締切の3/31以降、コロナ禍で審査ができていない状況です）

ハッシュタグ「#フラワーバレンタイン」の⼤量投稿とあわ
せ今年の傾向を分析すると、⼤都市圏のみならず地⽅の有⼒
花店が積極的にPRを⾏っている様⼦が多く⾒られるなど、
着実に全国的なイベントとして普及している様⼦が伺えまし
た。FVが毎年の恒例として定着している男性⼥性の投稿は
すでに安定した感がありますが、初めて贈った・贈られた⼈
も引き続き多く、中には⼩学⽣の息⼦さんから贈られて初め
てFVを知った︕という⼥性もいて、家族間における新しい
バレンタインの形にもまだまだポテンシャルを感じます。

全国プレゼントキャンペーン
（FV公式サイト・スマホ画⾯）

店頭配布⽤チラシ（裏⾯）

Mr.フラワーバレンタイン三浦知良さん
祝10周年メッセージ（FV公式サイト）
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■2/14当⽇の男性客の動向と売上について
10年⽬のFVはいよいよ⾦曜⽇︕ということでかなり期待
を膨らませていましたが、新型コロナウィルス感染拡⼤の
影が忍び寄り始めたタイミングで、商業施設はじめ買物客
の全般的な減少の影響を受けました。
とはいえ、この10年間、前年⽐110〜120％と売上を伸ば
し続けている⼤⼿チェーン各社では、全国平均で前年⽐約
110％、男性客数・⽐率UPと順調な結果をおさめました。
東京都⼼以外でも、福岡で男性客の⾏列が初めて⾒られる
など、地道に活動を継続してきたエリアでは “10年でFV
は着実に浸透“と確信できる年となりました。⼀⽅で、10
年間ほぼ何もしていないエリアや花店とは、男性顧客の
創造に⼤きな格差が広がっているとも⾔えます。

■男性のFV花購⼊率、過去最⾼値を更新︕
消費者調査（全国男⼥1036名/2020年3⽉実施）によると、
バレンタインデーに花を購⼊する男性は全国平均で2018
年度4.1％ ⇒2019年度6.4％ ⇒2020年度「7.5％」と
過去最⾼値を更新。まだ10%に届きませんが、最も低かっ
た2013年度の1.3％と⽐べれば5倍以上の広がりです。
また、20代男性は全国平均で購⼊率は「11.6%」に達し、
2019年度の12.2％に続いて1割を超えていることから、
若年層を中⼼にFVへの関与が広がっていることは確実と
⾔えそうです。今年の傾向として、花を贈った男性は花と
スイーツ等をセットで贈るケースが多く（ホワイトデーも）
花を⼿⼟産的に気軽に贈るギフトスタイルが、今後のギフ
ト需要の新たな切り⼝になりそうな予感がします。

■全国および⾸都圏のPRイベント
全国各地で開催されるイベントも定番化している中、今年
はストリートピアノで⼈気のYouTuber・ハラミちゃんと
コラボした⾹川県の新たなチャレンジ、福岡県に続き地域
花店の協⼒でイベントの質・量共に充実の⼤分県の快進撃
に注⽬です。昨今SNSを活⽤した仕掛けが⽬⽴ちますが、
初年度から10年連続コラボの銀座三越様では、FV1ヶ⽉前
からほぼ毎⽇、男性社員モデルの花贈りシーンを投稿いた
だき館を挙げて楽しくFVを盛り上げてくださるなど、異業
種パートナーのFV愛を感じるコラボ企画に恵まれました。

■ついに︕2/14「ワールドビジネスサテライト」
メディア露出は紙媒体からWEB媒体へ年々シフト、WEB
記事は昨年度の470件⇒636件とさらに伸⻑、地⽅発の情
報露出も2年前の7倍にのぼります。そして今年はついに
念願の「ワールドビジネスサテライト」の取材︕︕バレン
タイン当⽇、仕事帰りの男性客が花店に溢れる様⼦をしっ
かりご取材いただき放映…感無量の10周年となりました。

【福岡】⻘⼭フラワーマーケット博多阪急店
18:00〜 20⼈の男性が⾏列が続いた

⼤分OPA他
県産の花で⼤型FVフォトスポット

⾹川のイベントTV取材
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